
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
令

和
最
初
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
自
衛
隊
等
募
集

も
、昨
年
の
7
月
1
日
に
解
禁

さ
れ
て
か
ら
既
に
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
。こ
の
間
、最
大
数
の

志
願
者
を
獲
得
で
き
る
9
月
の

統
一
試
験
を
見
据
え
た
募
集
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

志
願
者
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
等

で
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
が
成
果

「
有
」な
の
か「
否
」な
の
か
は
現

時
点
で
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん

が
、確
実
に
年
度
末
に
判
明
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
新
た
な
広
報
施

策
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、本
年
度
初
頭
、新
た
に

「
防
災
講
話
」を
中
心
と
し
た
、

学
校
に
お
け
る
出
前
防
災
授
業

等
を
事
あ
る
ご
と
に
宣
伝
し
て

き
ま
し
た
。こ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、10
月
頃
か
ら
高
校
等
か
ら

講
話
の
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な

り
、募
集
課
長
を
中
心
と
し
て
、

制
服
で
不
特
定
多
数
の
生
徒
の

前
で
話
が
で
き
る
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。本
年
度
統
一

試
験
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、こ
れ
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、次
年
度
以
降
の
現

役
高
校
生
の
入
隊
志
願
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
本
年
度「
勝
負
に
勝
つ
」

を
勤
務
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し

た
。勝
負
に
勝
つ
た
め
に
は
勝

つ
た
め
の
原
因
を
作
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。募
集
も
同
様
で
、よ

い
企
画
が
浮
か
べ
ば
何
か
し
ら

の
結
果
を
生
ん
で
、そ
れ
が
成

果
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。勝
負

事
や
募
集
活
動
は
そ
う
し
た
ロ

ジ
カ
ル
な
因
果
関
係
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て

勝
負
の
世
界
に
は
も
う
一
つ
、

「
運
」や「
ツ
キ
」と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。こ
の
ツ
キ
が
い
く
つ

か
の
原
理
原
則
に
よ
っ
て
動

き
、そ
の
女
神
に
そ
っ
ぽ
を
向

か
れ
る
と
、勝
つ
こ
と
は
難
し

く
な
り
ま
す
。こ
の
運
を
よ
く

す
る
た
め
に
は
、基
本
的
に
は

目
的
を
持
っ
た
日
々
の
努
力
し

か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

我
々
は
引
き
続
き
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
後
援
会
の
皆

様
を
始
め
、自
衛
隊
鹿
児
島
地

方
協
力
本
部
部
員
の
皆
様
、防

衛
協
力
諸
団
体
の
皆
様
、謹
ん

で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
5
月
1
日
よ
り
、元
号

が
平
成
よ
り「
令
和
」と
な
り
、

天
皇
陛
下
が
内
外
に
即
位
宣
言

す
る「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」が
10

月
22
日
、国
事
行
為
と
し
て
皇

居
宮
殿
で
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。陛
下
は
、玉
座
の「
高
御
座
」

に
立
た
れ「
国
民
の
幸
せ
と
世

界
の
平
和
を
常
に
願
い
、国
民

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、憲
法
に

の
っ
と
り
、日
本
国
及
び
日
本
国

民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
つ
と

め
を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
ま

す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中
は
、自

衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
後

援
会
に
対
し
ま
し
て
、各
関
係

機
関
・
団
体
等
か
ら
格
段
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。自
衛
隊

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、一
昨
年
3
月
か

ら
、髙
岩
俊
弘
本
部
長
の
統
率

方
針
で
あ
る「
勝
負
に
勝
つ
」の

も
と
、部
員
総
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、各
分
野
で
更
な
る
飛
躍
と

発
展
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し

て
こ
ら
れ
た
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
。

　
さ
て
、わ
が
国
周
辺
地
域
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
に

目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、北
朝

鮮
は
、昨
年
5
月
以
降
も
日
本

海
へ
の
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
が
相
次
い
で
お
り
、3

度
に
亘
る
米
朝
首
脳
の
会
談
や

面
会
後
も
、核
の
小
型
化
等
、関

連
技
術
の
高
度
化
を
図
り
、世

界
に
脅
威
を
与
え
て
お
り
ま

す
。ま
た
、日
米
韓
の
機
密
情
報

共
有
の
要
と
な
っ
て
い
た
日
韓

軍
事
情
報
包
括
保
護
協
定（
Ｇ

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）の
失
効
が
当
面

回
避
さ
れ
た
も
の
の
、韓
国
政

府
が
協
定
継
続
を
暫
定
措
置

と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、日
本
も
国
民
の
生
命
財
産

を
守
る
主
権
国
家
と
し
て
の
防

衛
力
の
あ
り
方
を
考
え
て
行
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、中
国

は
、我
が
国
周
辺
海
空
域
に
お

け
る
活
動
を
拡
大
・
活
発
化
さ

せ
て
お
り
、南
シ
ナ
海
に
お
い
て

は
、力
を
背
景
と
し
た
一
方
的
な

現
状
変
更
を
試
み
る
行
動
を
継

続
し
、既
成
事
実
化
を
進
め
る

等
、わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
は
、様
々
な
課
題
や

不
安
定
要
因
が
よ
り
顕
在
化
・

先
鋭
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
環
境
情

勢
の
中
、わ
が
国
で
は
昨
年
9

月
、第
4
次
安
倍
内
閣
が
成
立

し
、長
期
の
安
定
政
権
の
も
と
、

憲
法
改
正
論
議
を
始
め
、防
衛

力
の
充
実
へ
向
け
た
あ
ら
ゆ
る

政
策
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
く

事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、国
内
に
目
を
向
け
て

み
ま
す
と
、自
衛
隊
は
昨
年
夏

に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
、台
風

15
号
、19
号
、21
号
に
伴
う
大
規

模
水
害
や
大
規
模
停
電
災
害
を

始
め
と
し
た
各
種
の
甚
大
な
自

然
災
害
等
の
発
生
に
際
し
て

は
、昼
夜
を
問
わ
ず
、日
頃
の
厳

し
い
訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な

く
発
揮
し
て
迅
速
に
対
応
し
、

人
命
救
助
、生
活
支
援
及
び
民

生
の
安
定
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、新
た
な
防
衛
力
整
備

の
指
針
の
防
衛
計
画
の
大
綱
で

も
、防
衛
力
の
中
核
で
あ
る
自

衛
隊
員
の
人
材
確
保
と
能
力
、

士
気
の
向
上
は
、防
衛
力
の
強

化
に
不
可
欠
で
あ
り
、政
府
も

充
実
・
拡
充
に
急
が
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。自
衛
隊
が
各
種
任
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、激
動

す
る
国
際
環
境
の
変
化
の
中

で
、こ
れ
を
下
支
え
す
る
人
的

基
盤
を
安
定
的
に
充
実
・
強
化

す
る
こ
と
と
、国
民
一
人
ひ
と

り
、そ
し
て
地
方
公
共
団
体
等

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
は
、各
関

係
機
関
・
団
体
や
後
援
会
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

自
衛
官
の
募
集
及
び
採
用
、退

職
予
定
隊
員
の
就
職
の
援
助
、

予
備
自
衛
官
等
の
管
理
、広
報

活
動
等
の
各
種
任
務
に
お
い

て
、各
自
治
体
等
を
は
じ
め
県

民
の
皆
様
と
の
良
好
な
関
係
を

維
持
・
強
化
し
、防
衛
基
盤
の
拡

充
を
積
極
的
に
推
進
し
、着
実
に

実
績
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

部
後
援
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
方
協
力
本
部
と
一
体
と
な
っ

て
、国
家
の
平
和
と
国
民
の
安

全
・
安
心
を
願
う
県
民
の
皆
様
に

対
し
、わ
が
国
の
防
衛
及
び
自
衛

隊
に
関
す
る
理
解
の
深
化
に
努

め
、防
衛
省
・
自
衛
隊
と
の
架
け

橋
と
な
る
よ
う
、な
お
一
層
努
力

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、自
衛
隊
鹿

児
島
地
方
協
力
本
部
後
援
会
の

今
後
更
な
る
充
実
・
発
展
の
た

め
に
も
、各
関
係
機
関
・
団
体
の

皆
様
方
の
新
規
会
員
の
加
入
に

対
す
る
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、自

衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
の

益
々
の
ご
発
展
と
部
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
、後
援
会
会
員

の
皆
様
、そ
し
て
防
衛
協
力
諸

団
体
の
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

陸
上
幕
僚
長
表
彰

︵
就
職
援
護
功
労
︶

霧
島
木
質
燃
料
株
式
会
社

西
部
方
面
総
監
表
彰

︵
一
般
功
労
︶

春
田
　
宗
徳︵
前
鹿
児
島
県
防
衛
協
会
青

年
部
会
直
前
会
長
︶

︵
就
職
援
護
︶

学
校
法
人
都
筑
教
育
学
園

有
限
会
社
古
川
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

︵
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労
︶

百
年
リ
ビ
ン
グ
工
務
店

原
口
防
災

︵
募
集
功
労
︶

学
校
法
人
川
島
学
園
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校

鹿
児
島
県
立
川
内
高
等
学
校

第
８
師
団
長
表
彰

︵
一
般
功
労
︶

池
田
　
忠
和︵
瀬
戸
内
町
自
衛
隊
家
族
会
︶

叶
　
秀
光︵
奄
美
市
名
瀬
隊
友
会
会
長
︶

︵
就
職
援
護
功
労
︶

鹿
児
島
荷
役
海
陸
運
輸
株
式
会
社

日
本
ア
ル
コ
ー
ル
物
流
株
式
会
社

本
部
長
感
謝
状

︵
一
般
功
労
︶

麓
川
　
昭
憲︵
鹿
児
島
偕
行
会
顧
問
︶

小
幡
　
雅
道︵
株
式
会
社
小
幡
総
業
代
表

取
締
役
︶

小
平
　
敏
明︵
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
後
援
会
理
事
︶

︵
就
職
援
護
功
労
︶

株
式
会
社
入
来
運
送

株
式
会
社
佐
々
木
組

有
限
会
社
松
尾
運
送

学
校
法
人
志
學
館
学
園

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

太
陽
建
機
レ
ン
タ
ル
株
式
会
社
西
日
本
支
社

南
薩
食
鳥
株
式
会
社

︵
予
備
自
衛
官
等
雇
用
功
労
︶

医
療
法
人
陽
善
会

︵
募
集
功
労
︶

松
尾
　
幸
男︵
日
置
市
自
衛
隊
家
族
会
会
長
︶

長
　
浩
己︵
瀬
戸
内
町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

梶
屋
　
良
幸︵
中
種
子
町
自
衛
隊
家
族
会
会
長
︶

外
園
　
修
三︵
鹿
児
島
市
自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

志
築
　
雄
一
郎︵
伊
佐
市
自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

榎
元
　
京
子︵
い
ち
き
串
木
野
市
市
役
所
市
民
課
課
長
︶

辻
　
保
貴︵
西
之
表
市
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

篠
田
　
榮
二︵
志
布
志
市
有
明
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

貞
　
優
樹︵
徳
之
島
町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

川
越
　
洋︵
大
崎
町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

日
高
　
雅
俊︵
中
種
町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

小
原
　
茂︵
鹿
児
島
市
自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

笹
川
　
優
太︵
屋
久
島
町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当
者
︶

古
市
　
剛︵
川
辺
町
自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

國
本
　
か
よ
子︵
鹿
児
島
市
自
衛
官
募
集
相
談
員
︶

鹿
児
島
県
立
奄
美
高
等
学
校

鹿
児
島
県
立
曽
於
高
等
学
校

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
農
業
高
等
学
校

霧
島
市
立
国
分
中
央
高
等
学
校

学
校
法
人
神
村
学
園
　
高
等
部

南大隅高校　防災講話（1.5.17） おはら祭り（1.11.3）

防
衛
省
・
自
衛
隊
に
対
し
て
ご

支
援
を
頂
い
た
左
記
の
方
に
感

謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

︵
敬
称
略
︶

感
謝
状
贈
呈

感
謝
状
贈
呈

令和元年度

※

﹁
鹿
児
島
地
本
﹂
は
﹁
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
﹂
の
略
称
で
す
。 

新年のご挨拶
自衛隊鹿児島地方協力本部後援会

会長　谷川　洋造

新年のご挨拶
自衛隊鹿児島地方協力本部長

1等海佐　髙岩　俊弘



令和元年下半期　　鹿児島地本写真集
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南極の氷贈呈式　
中洲小学校10月23日（鹿児島市）

陸上自衛隊第８音楽隊
演奏会10月17日（出水市）

おはら祭り
11月3日（鹿児島市）

おはら祭り
11月3日（鹿児島市）

自衛隊みなと祭り７月20、21日（鹿児島市）自衛隊みなと祭り７月20、21日（鹿児島市）鹿児島市市街地広報８月11日（鹿児島市）

ずんばいよか祭り
11月4日（鹿児島市）

ミサイル艇「しらたか」艦艇広報
11月12日（喜界島）

お仕事テーマパーク
11月17日（奄美市）

土木フェスタ
11月16日（鹿児島市）

潮風フェスタ９月7、8日（鹿児島市）潮風フェスタ９月7、8日（鹿児島市）掃海艇「ししじま」艦艇広報９月15日（いちき串木野市）

鹿児島地本だより （2）令和 2年（2020 年）新年号

第
2
回
若
年
制
隊
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

援　護

鹿児島地本だより 令和 2年（2020 年）新年号（3）

　鹿児島地本では、令和元年 10 月 15 日（火）から 17 日（木）の間、鹿児島市及び南九州市の 3社の企業において、「令和元
年度第２回若年定年制隊員インターンシップ」を実施しました。
　本インターンシップは、定年 3年前から 1年半前までの間で業務管理教育を受講した隊員を対象とし、再就職先とな
る職域の拡大、再就職者の早期離職防止を図るとともに、受入企業に対し自衛官の有用性を周知させることを目的とし、
今回退職を 2年後に控えた隊員 1名が参加して実施しました。
　初日の鹿児島荷役海陸運輸株式会社では、元自衛官 5名と懇談を行い、現在の業務内容の説明や再就職にあたっての
心構え、事前に取得していたほうがよい資格の話などを聞いた後、高圧ガスの輸送車両、自動車整備工場、自社貨物船の
荷役作業等を見学しました。2日目は、オートバックス鹿児島城南店において会社概要の説明を受けた後、小売店舗や自
動車整備工場でのピットサービス等の研修を実施、また最終日の南薩食鳥株式会社では、午前中鶏の処理施設を見学し
た後、肉処理の業務体験、午後から加工施設を見学した後加工処理の業務体験を行いました。
　参加隊員からは、「自衛隊ＯＢの話が聞けて良かった。経験や資格が無くても何とかなりそうだ」、「定年退職後の就職
に向けて貴重な良い経験ができた」、受入企業からは、「参加隊員の再就職に対する積極性を感じた。今回のインターン
シップを再就職のきっかけにしてほしい」、「採用した隊員は皆頑張っており、今後もインターンシップを積極的に受け
入れたい」等の声が聞かれました。
　鹿児島地本は、本インターンシップが隊員に企業等での研修及び業務体験を通じて民間企業等の実態を理解させ、再
就職に向けた準備を適切に行うことができ、受入企業にも退職予定隊員の有用性を知っていただける極めて有益な機会
であると考え、今後も参加者の増加を図るとともに再就職への不安を払拭し、就職援護業務を着実に推進していきます。

学
校
教
育
へ
の
参
画

募　集

　鹿児島地本では、令和元年度の重点施策として、防災に焦点を当てた学校教育の支援に力を注いでいます。
　この取り組みは、これまで学校説明会が実施できていない学校や実施に至っても志願者のみに限定された説明しか
できていなかった学校に対して、自衛隊の強みである防災という観点から、これを突破口に自衛隊に関心を持っている
者だけでなく、不特定多数の生徒に自衛隊を知り、将来の職業選択の一助としてもらおうとするものであります。
　近年、多発する大規模災害等の発生により、学校等の防災意識も高まっており、また、最近は総合的学習の時間があ
り、防災に対して関心を示す学校等も増えています。
　これまで、5月 17 日の南大隅高校を皮切りに鹿児島女子高校ＰＴＡ、大隅中学校、枕崎市小原病院、鳳凰高校、甲南高
校、吾平中学校、田代中学校、瀬々串小学校・大口高校と多くの学校等から授業・講話の依頼を受け、支援を実施してき
ました。これからも同様の依頼は増えるものと予想しています。
　参加者からは、「『自助・共助・公助』という災害に対する考え方が理解できた。」「災害への備えの重要性が分かった。」
等の声が寄せられました。
　鹿児島地本は、今後も学校等の防災教育に協力し、青少年の健全な育成に寄与しつつ、募集につなげていきます。　

令
和
元
年
度
隊
友
会
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

熊
本
大
会
支
援

援　護
　鹿児島地本では、11 月
9 日（土）及び 10 日（日）の
2日間、熊本市内において
行われた令和元年度隊友
会九州・沖縄ブロック研
修会熊本大会に参加する
鹿児島県隊友会を支援し
ました。
　本研修会は、九州・沖
縄地区における自衛隊と
各県隊友会の相互交流を
図ることを目的に、毎年
各県持ち回りで行われて
いるものであり、今年度
は熊本県で開催され、鹿
児島県隊友会からは宮口
会長、村山九州・沖縄地
区執行役等 21 名が参加
されました。
　17 日の研修会及び西部
方面総監の防衛講話に引
き続き行われた意見交換

会には、大分県知事、国会議員をはじめ多くの来賓及び西部方面総監等陸海空高級幹部ご出席のもと盛大に開催され、
各部隊・地本の指揮官等及び実務担当者が隊友会会員と活発な意見交換を交わす中で、久しぶりの再会に思い出話に
花が咲いている光景もあり、終始和やかな雰囲気で行われました。
　晴天に恵まれた翌 10 日は、現地研修として熊本城の見学が行われ、熊本地震の被害から復旧が進み堂々とした姿を
取り戻しつつある大小天守閣や石垣が積みなおされた大天守石垣を目にし、会員の一人は「刻々と進む復旧作業の現
場は今しか見ることができない貴重な光景。本当に見れて良かった。」と話されていました。
　今回、援護課員 3名が支援を実施しましたが、鹿児島県隊友会会員の方々には、日ごろから地域と自衛隊の架け橋と
してご活躍をいただくとともに、自衛隊の各種活動にご支援ご協力をいただいており、自衛隊鹿児島地方協力本部は、
今後とも鹿児島県隊友会とあらゆる機会を通じて連携を深め、自衛官募集及び予備自衛官の志願拡大につなげていき
ます。

10 月 28、29 日、幹部候補生学校（前川原）主催の入隊予定者に対する
研修を支援しました。研修では、学校長講話、校内及び訓練等見学、在
学生との懇談等が行われ、研修後、入隊予定者からは「訓練等をみて、
モチベーションがあがりました。」等、前向きな声が聞かれました。

9 月 1 日（日）イオンタウン姶良で実施された防災フェスタに広報
ブースを開設し、災害派遣で使用される軽装甲機動車やオートバイ
を展示しました。地域住民へ防災の認識を高めてもらい、制服試着も
実施し、自衛隊を身近に感じてもらいました。

8 月 28、29 日に国分駐屯地で任期制隊員への就職補職教育を支援
しました。参加した隊員は、ビジネスマナーを学ぶとともに、熱心に
面接練習の実習に取り組みました。今後も隊員が安心して再就職で
きるように支援していきます。

8月15日（木）、夏季休暇で帰省していた地元出身隊員４名（新入隊員）
とともにラジオ広報を行いました。エフエムせとうちのパーソナリ
ティの供利義也さんと軽快なトークを交えながら新入隊員の自衛隊
での話を行い、地元住民に PRしました。

8月 11日（日）南種町でロケット祭に中種子町・南種町出身の新入隊
員７名が参加しました。パレード行進ではそれぞれの制服・迷彩服姿
になり、成長した凛々しい姿のお披露目の場になりました。家族、知
人、住民から多くの声援をもらい、自衛隊の認知向上へ繋がりました。

鳳凰高校での防災講話の様子（1.10.23）

現地研修（復旧が進む熊本城見学）の様子

インターンシップの様子（鹿児島荷役海陸運輸）
海運事業の説明

◆ふるさとでパレード行進◆◆奄美大島でラジオ広報◆◆再就職にむけて◆◆イオンタウン姶良で募集広報◆◆研修で入隊予定者の不安を解消◆

陸運事業の説明

南日本新聞に掲載（1.5.21）
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事務官

令和元年度自衛官等募集案内令和元年度自衛官等募集案内令和元年度自衛官等募集案内お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先
採用種目 受付期間 受験資格試験期日 合格発表

自衛官
候補生

高等工科
学校生徒

推薦
11月1日(金)～
　　　　29日(金)

1次試験：
1月5日(日)6日(月)の
内１日が指定されます。

第７回：
　12月1日(日)～
　　　1月13日(月)

第８回：
　1月20日(月)～
　　　2月17日(月)

１次試験：1月18日(土)

1月25日(土)

2月29日(土)

1月24日(金)

2月7日(金)

3月6日(金)

1月16日(木)

一般
11月1日(金)～
　　　1月6日(月)

令和2年4月1日現在17歳未満の者
成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を修め、学校長が推薦できる者

男子で中卒（見込含む）

ただし、32歳の者にあっては、
採用予定月の１日から起算し
て3月に達する日の翌月の末日
現在、33歳に達していない者
に限る。

令和2年4月1日現在17歳未満の者
男子で中卒（見込含む）

採用月の1日現在18歳
以上33歳未満の者

鹿児島地本　ＱＲコード

鹿児島地本公式ＨＰ Ｔｗｉｔｔｅｒ Ｉｎｓｔａｇｒａｍ Ｆａｃｅｂｏｏｋ

自衛官

転　出　者

転　入　者

事務官

配置替

准陸尉　　　折口　強志
知覧分駐所から募集課へ

1等陸長　　松山　勝良
援護課から知覧分駐所へ　

定年退職者

　１．７．２３

　１．８．１２

鎌田　隆徳 

有川　英寿 

退職時：陸曹長

退職時：陸曹長

自衛官

陸曹長 中薗　久美子
募集課から第８施設大隊（川内）へ

1等陸曹 秋丸　博文
援護課から第５地対艦ミサイル連隊（健軍）へ

１等陸曹 植村　健太郎
総務課から第１２普通科連隊（国分）へ

①出身地（都道府県）　　②趣味 　③何か一言（抱負など）

１等陸曹 内田　尚宏
第１２普通科連隊（国分）から鹿児島援護センター
へ

①鹿児島県
②オートキャンプ
③一所懸命

江藤　将
西部方面総監部（健軍）から総務課へ
①福岡県
②テニス、ドライブ
③1日でも早く仕事に慣れて、初めての鹿児島県での勤務を楽しみたいです。

１等陸尉 米盛　祥一
福岡病院（春日）から薩摩川内出張所へ
①福岡県
②温泉巡り、ラーメン巡り
③最後の勤務です。一人でも多くの入隊者獲得に向け
て頑張ります。

３等陸曹 緒方　裕紀
第１２普通科連隊（国分）から総務課へ
①鹿児島県
②ドライブ
③精一杯頑張りますので、よろしくお願いします。

人事往来
紹　介
人事往来
紹　介
人事往来
紹　介 陸曹長 土嶋　健二

第１１３教育大隊（国分）から援護課へ
①熊本県
②魚釣り
③「男の修行」だと思い気張ります！

※お詫び　地本だより第３９号で定年退職者で紹介した尾堂氏は尾堂隆徳でなく尾堂功浩です。
　　　　　　　大変申し訳ございませんでした。

本　　部 郵便番号 電話番号住　　　　　　所

自衛隊鹿児島
地方協力本部

８９０-８５４１ ０９９-２５３-８９２０
（代表）

鹿児島市東郡元町４番１号
鹿児島第２地方合同庁舎内

事務所名 郵便番号 電話番号住　　　　　　所

鹿児島募集案内所  

知覧分駐所  

薩摩川内出張所  

国分地域事務所  

鹿屋地域事務所  

大隅地域事務所  

奄美大島駐在員事務所  

種子島駐在員事務所  

徳之島駐在員事務所  

８９０-００４５ 

８９７-０３０２ 

８９５-００２４ 

８９９-４３３２ 

８９３-００６４ 

８９９-８１０２ 

８９４-００２３ 

８９１-３１０１ 

８９１-７１０１ 

０９９-２５１-７８０２  

０９９３-８３-１８１１  

０９９６-２２-２４０１  

０９９５-４５-１８３６  

０９９４-４２-４３８６  

０９９-４８２-１４０５  

０９９７-５３-９１０３  

０９９７-２３-０２９９  

０９９７-８３-３０８０  

鹿児島市武１-１０-１５　田中ビル２Ｆ

南九州市知覧町郡６２０４　南九州市役所内

薩摩川内市鳥追町５-１　ヤマトビル２Ｆ

霧島市国分中央６-１-５

鹿屋市西原４-５-１　鹿屋合同庁舎内

曽於市大隅町岩川６４９１-２　大隅合同庁舎内

奄美市名瀬永田町１７-３　鹿児島県大島支庁別館２Ｆ

西之表市西之表１６３１４-６　種子島合同庁舎内

大島郡徳之島町亀津５５３-１　徳之島合同庁舎内

鹿児島地本だより （4）令和 2年（2020 年）　新年号

令和元年度南極の氷贈呈式令和元年度南極の氷贈呈式
広 報 班

1.9.13　　境小学校（垂水市）

1.10.7　鴨池小学校（鹿児島市）

1.10.16片泊小中学校（三島村）
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９
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小
学
校
（
全
校
生
徒
10
名
）、

10
月
９
日
（
水
）
鹿
児
島
市
立

鴨
池
小
学
校
（
全
校
生
徒
５
６

８
名
）、
同
月
16
日
（
水
）
三

島
村
立
片
泊
小
中
学
校
（
全
校

生
徒
20
名
）、
同
月
23
日
（
水
）

鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
（
全

校
生
徒
３
４
７
名
）
に
お
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

　
ど
の
小
学
校
の
生
徒
も
、
南

極
の
話
を
詳
し
く
聞
く
の
は
初

め
て
の
よ
う
で
あ
り
、
興
味

津
々
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し

た
。
南
極
の
大
き
さ
が
鹿
児
島

の
約
１
５
０
０
倍
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
た
後
、
日
本
の
何
倍

で
あ
る
か
、
ペ
ン
ギ
ン
は
世
界

で
何
種
類
か
と
い
っ
た
質
問
を

し
た
と
こ
ろ
元
気
よ
く
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
「
氷
に
触
れ
る
体
験
」

の
時
間
に
な
る
と
、
待
ち
き
れ

な
か
っ
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

氷
目
が
け
て
向
か
っ
て
き
ま
し

た
。
南
極
の
氷
と
通
常
の
氷
の

違
い
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
南
極
の
氷
と
同
様
の
大
き

さ
の
通
常
の
氷
を
用
意
し
、
そ

の
違
い
を
目
で
確
認
す
る
と
と

も
に
、
氷
に
耳
を
近
づ
け
、
氷

の
中
の
気
泡
（
数
万
年
前
の
空

気
？
）
が
割
れ
る
音
を
体
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
氷
を
触
る
順
番
待
ち

の
子
供
達
が
、
南
極
で
の
食
事

や
、
生
活
な
ど
多
彩
な
質
問
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
中
に
は
、

制
服
に
つ
い
て
い
る
記
章
や
、

自
衛
隊
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
た
ず
ね
る
子
供
も

お
り
、
こ
れ
は
「
南
極
の
氷
贈

呈
式
」
を
通
し
て
自
衛
隊
に
興

味
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た

と
確
信
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
機
会
を
有
効
活
用
し
、
鹿
児

島
県
民
へ
幼
少
か
ら
自
衛
隊
の

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
鹿
児
島
地
本
は
今
後
も
、
鹿

児
島
県
教
育
委
員
会
と
綿
密
に

調
整
し
、
こ
の
「
南
極
の
氷
贈

呈
式
」
を
鹿
児
島
県
下
の
小
学

校
へ
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
で
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の

機
会
を
有
効
活
用
し
て
募
集
基

盤
の
形
成
強
化
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。


